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　1950年代末～60年代、ヨーロッパで制作さ
れた「キネティック・アート（動く芸術）」。機械仕
掛けで動いたり、時間とともに色や形が変化し
たり、光ったり、目の錯覚を利用したりした芸
術作品です。20世紀の技術革新や社会の変化
を象徴する、「時間」や「動き」に着目したキネ
ティック・アートは、デジタル技術と融合し、現
代のメディア・アートへとつながってきていま
す。日本初公開、不思議でテクノロジカルなアー
トをぜひお楽しみください！

特別展「手塚治虫×石ノ森章太郎　マンガのちから」

甲府市貢川1-4-27
TEL 055-228-3322　FAX 055-228-3324県立 美 術館

笛吹市御坂町成田1501-1
TEL 055-261-2631　FAX 055-261-2632県立 博 物館

フランコ・グリニャーニ　《波の接合33》　1965年
写真提供：Centro Culturale Arte Contemporanea Italia-Giappone(ACIG),Parma

ジュエリーでメーキャップを施した女性 トカゲをかたどったリング

ジョヴァンニ・アンチェスキ　《円筒の仮想構造》　1963年

イベントの詳細や休館日などは、各施設HPで確認してください。

●開催期間　4月26日（土）～6月15日（日）　●観覧料　一般1,000円／大学生500円

●開催期間　～5月19日（月）　●観覧料　一般1,000円／大学生500円

資料紹介展示「こどもにすすめたい本　2014」

甲府市北口2-8-1
TEL 055-255-1040　FAX 055-255-1042県立 図 書館

春季企画展「縄文人の装い」

手塚治虫「鉄腕アトム」直筆原稿
Ⓒ手塚プロダクション

トキワ荘の再元

石ノ森章太郎「サイボーグ009」直筆原稿
Ⓒ石森プロ

　「身を飾る」行為は、昔からと
ても大事なこととされてきまし
た。数千年前に縄文人が作り身
に付けた装身具から、造形の美
しさや高度な工芸技術だけでな
く、私たちと装身具との関わりを
見つめてみませんか。
　あなたにとってアクセサリー
とは？

　平成25年新刊の児童書の中から、おすすめの図書110冊を
紹介します。親子で楽しめる本、園や学校で読み聞かせに使え
る本、学校図書館でそろえたい本をお探しの方は、ぜひご覧く
ださい。会場では、本の内容を紹介したブックリストを配布し
ます。

甲府市下曽根町923
TEL 055-266-3881　FAX 055-266-3882県立 考 古博物館

日本最古のヒスイのペンダント
（北杜市　天神遺跡）

●開催期間　4月26日（土）～6月15日（日）　●観覧料　無料

●開催期間　4月23日（水）～5月11日（日）　●観覧料　無料

　私たちがいるこの場所を、宇
宙のはるか彼方から眺めたら
どんなふうに見えるだろうか…。
　最新鋭スペースシミュレー
ションソフト「Uniview（ユニ
ビュー）」が描き出す、圧倒的
な迫力の宇宙映像を通して
私たちが知らない「宇宙の中
の地球」の姿に迫ります。

甲府市愛宕町358-1
TEL 055-254-8151　FAX 055-240-0168県立 科 学館

プラネタリウム番組

◆4月6日までは毎日
◆以降7月13日までは土・日・祝日

13時30分～14時15分

●開催期間

●開催時間

大人820円／小中学生・高校生330円
幼児120円
※4月1日からの料金です。3月中の
　料金はお問い合わせください。

森の中で溶岩樹型を観察する様子

　専門ガイドの説明を聞きながら、世界遺産
「富士山」から流れ出た溶岩の上にできたア
カマツ林を散策します。富士山の成り立ち
や、森の中
の植物の移
り変わりな
どを学習し
環境保全に
ついて考え
ます。

森のガイドウォーク

4月26日（土）～5月6日（火）
10時／11時／13時／14時／15時
（1回約50分）

●開催期間
●開催時間

●参 加 費 無料

富士吉田市上吉田字剣丸尾5597－1
TEL 0555-72-6203　FAX 0555-72-6204

富 士山科学研究所
（3月31日まで環境科学研究所）

特別展 「動く! 光る？ 魔法の芸術　キネティック・アート」

企画展

「Ｙ project   山梨ジュエリーの新しい領域」

甲府市丸の内1-6-1
山梨県防災新館1階やまなしプラザ内
TEL 055-223-1570　FAX 055-223-1572ジュエリーミュージアム

　ヨーロッパ・ジュエリーのまねではない、山梨ジュエリーの
オリジナリティーとは・・・。「山梨ジュエリー」の新たなスタイ
ルを目指して集まった若手デザイナー、職人たちによる活動
「Ｙ project」の作品を展示します。
　宝飾産地・山梨の伝統を引き継ぎながら、新たな感性で表

現された個性あふれ
る作品をお楽しみく
ださい。

●開催期間　～4月14日（月）　●観覧料　無料

バラの花びらをあしらった
ペンダント

トキワ荘は東京都豊島区に建
てられていた木造アパート。
1950年代～80年代にかけ
若き日の手塚・石ノ森をはじ
め、多数のマンガ家が暮らし
ていた。

小中学生・高校生・
特別支援学校生等
の観覧料が 無料になりました。

注目

　  【対象施設】
美術館・文学館
博物館・考古博物館

ワイ　  プロジェクト

企画展「村岡花子展」は、5ページをご覧ください。

●入館料+観覧料

※4月1日から名称が変わります。

県立 文 学館

　日本を代表する文化の一つとして世界からも注目され、現代社会の中では欠く
ことのできない表現方法「マンガ」。その礎を築いたのは、手　治虫・石ノ森章太郎
に代表される、戦後の若きマンガ家たちでした。
　本展では、二人の歩みや作品に込められたメッセージを、「鉄腕アトム」「ブラッ
ク・ジャック」や、「サイボーグ009」「仮面ライダー」などの代表作品の原画や関連
資料で紹介し、「マンガの
ちから」の源流を探ります。


